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●災害発生情報

●避難指示（緊急）  ●避難勧告

●避難準備・高齢者等避難開始

●洪水注意報  ●大雨注意報 など

●早期注意情報

警戒レベル 避難の情報 とるべき行動

伊勢湾台風被災直後の立教小学校　桑名市立中央図書館 提供

市
が
発
令

気
象
庁
が

発
表

既に災害が発生している状況です。命を守る最善の行動をとりましょう。

備蓄品の確認など、災害への心構えを高めましょう。

避難が必要な地域等にお住まいの人は速やかに避難をしましょう。避難場所まで
の移動が危険な場合は、垂直避難や近くの安全な場所への避難をして下さい。

避難が必要な地域等にお住まいの人で、高齢者など避難に時間を要する人とそ
の支援者は避難をしましょう。その他の人は、避難の準備を整えましょう。

ハザードマップ等でお住まいの場所の危険性を確認し、警戒レベルが高まった
場合にとるべき避難行動を確認しましょう。

500億
7,531万7千円

一般会計歳出の内訳

起債残高（借金）

基金残高（貯金）

1,040億6,798万1千円

103億9,490万9千円

市民一人当たり／73万1千円

市民一人当たり／7万3千円

（H.31.3.31現在 人口142,274人）

※特別会計等含む

平成 30年度末

議会費

0.7%

330,571千円

総務費

13.1%

6,543,387千円

公債費

11.9%

5,980,968千円

諸支出金 3.5%

1,745,112千円

災害復旧費 0.0% 1,417千円

教育費 8.4%

4,194,013千円

消防費 6.1%

3,062,343千円

土木費

10.0%

5,025,380千円

商工費 0.6%

304,890千円

農林水産業費 1.5%

723,484千円

衛生費

10.3%

5,176,582千円

民生費

33.7%

16,896,370千円

労働費 0.2% 90,800千円

　

９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
30
年

度
決
算
（
左
記
グ
ラ
フ
参
照
）
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
議
長
と
議
会
選

出
の
監
査
委
員
を
除
く
議
員
24

人
で
構
成
す
る
「
決
算
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
、
３
つ
の
常
任

委
員
会
を
単
位
と
す
る
「
分
科

会
」
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
一

般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
審
議
を
行
い
ま

し
た
。
主
な
質
疑
・
答
弁
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

 

Ｑ
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事

業
費
に
つ
い
て
、
証
明
書
の
発
行

件
数
は
？
」

Ａ　

郵
便
局
で
２
，
９
０
９
件
、

ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
の
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
７
台
で
２
６
４
件
で

あ
っ
た
。

Ｑ
「
多
度
地
区
ま
ち
づ
く
り
企
画

費
に
つ
い
て
、
予
算
額
と
決
算
額

の
乖
離
は
？
」

Ａ　

多
度
地
区
小
中
一
貫
校
多

機
能
複
合
化
事
業
の
基
本
構
想

等
を
策
定
す
る
た
め
、
検
討
・
協

議
に
時
間
を
か
け
て
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
、

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
。

Ｑ
「
不
法
投
棄
監
視
事
業
費
に
つ

い
て
、不
法
投
棄
件
数
等
は
？
」

Ａ　

30
年
度
は
３
９
５
件
あ
り
、

前
年
度
か
ら
57
件
増
加
し
た
。
対

策
と
し
て
は
、
通
報
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
や
自
治
会
へ
の
監
視
カ
メ

ラ
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

【
審
査
案
件
に
対
す
る
意
見
表
明
】

　

「
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
の

で
賛
成
」「
不
用
額
も
少
な
く
賛

成
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

Ｑ
「
福
祉
総
合
相
談
事
業
費
に
つ

い
て
、
第
２
の
福
祉
な
ん
で
も
相

談
セ
ン
タ
ー
開
設
計
画
は
？
」

Ａ　

大
山
田
地
区
以
外
の
相
談

ニ
ー
ズ
や
市
内
５
か
所
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
考

え
検
討
す
る
。

Ｑ
「
多
世
代
共
生
型
施
設
整
備

事
業
費
に
つ
い
て
、内
訳
は
？
」

Ａ　

選
定
委
員
会
開
催
費
に
10

万
円
、
土
地
建
物
の
調
査
・
測
量

等
に
１
７
８
万
円
、
埋
蔵
文
化
財

の
試
掘
調
査
に
５
２
５
万
８
千

円
を
支
出
し
た
。

Ｑ
「
学
校
指
導
体
制
支
援
事
業

費
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
支
援
体

制
は
？
」

Ａ　

い
じ
め
、
不
登
校
、
親
子
の

関
係
改
善
等
に
対
し
、ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
専
門

職
員
が
学
校
と
連
携
し
対
応
し

て
い
る
。

Ｑ
「
い
じ
め
防
止
対
策
事
業
費
に

つ
い
て
、事
業
の
詳
細
は
？
」

Ａ　

桑
名
市
い
じ
め
問
題
対
策

連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、い
じ
め

の
未
然
防
止
策
の
検
討
や
調
査

結
果
の
分
析
を
し
て
い
る
。
ま
た

大
学
教
授
と
弁
護
士
を
含
む
い

じ
め
問
題
専
門
委
員
会
で
は
、い

じ
め
の
状
況
を
よ
り
専
門
的
に

分
析
す
る
な
ど
、
未
然
防
止
に
つ

な
げ
て
い
る
。

【
審
査
案
件
に
対
す
る
意
見
表
明
】

　

「
教
育
費
に
人
権
教
育
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
て
反
対
、
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
特
別
会
計
の
措
置
に

反
対
」「
福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
試
掘

予
算
の
執
行
に
疑
問
が
あ
る
が
、

概
ね
賛
成
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

Ｑ
「
地
籍
調
査
事
業
費
に
つ
い

て
、事
業
の
進
捗
状
況
は
？
」

Ａ　

平
成
30
年
度
の
実
績
は
全

体
の
０
．
数
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
全
体
の
約

７
％
が
完
了
し
て
い
る
。
今
後
は
、

他
の
都
市
計
画
事
業
な
ど
と
合

わ
せ
た
形
で
、
新
し
い
手
法
に

よ
っ
て
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

Ｑ
「
避
難
路
沿
道
建
築
物
耐
震

支
援
事
業
費
に
つ
い
て
、
事
業
成

果
は
？
」

Ａ　

地
震
に
よ
る
倒
壊
で
緊
急

輸
送
道
路
を
閉
鎖
す
る
恐
れ
の

あ
る
建
築
物
８
件
が
補
助
対
象

で
、
耐
震
診
断
済
の
４
件
に
交
付

し
た
。

Ｑ
「
土
地
区
画
整
理
事
業
費
に
つ

い
て
、建
物
移
転
の
進
捗
は
？
」

Ａ　

平
成
30
年
度
予
算
分
と
し

て
8
件
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
繰

越
分
と
し
て
25
件
、
計
33
件
が
完

了
し
た
。

【
審
査
案
件
に
対
す
る
意
見
表
明
】

　

「
平
成
30
年
度
当
初
予
算
に

反
対
し
て
い
る
た
め
、
決
算
に
つ
い

て
も
反
対
」
、
賛
成
と
し
な
が
ら

も
「
各
事
業
を
進
め
る
際
は
、
慎

重
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
、「
防
災

対
策
等
に
つ
い
て
は
、
万
全
を
期

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
各

分
科
会
か
ら
決
算
の
審
査
内
容

に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
会
議
最
終
日
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
２
人
の
議
員
か
ら
賛

成
討
論
と
反
対
討
論
が
な
さ
れ

た
後
、
採
決
の
結
果
、
平
成
30
年

度
一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
は
、「
賛
成
多

数
」
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
６
月

定
例
会
や
９
月
定
例
会
、
各
委

員
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら

し
や
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
大

切
な
税
金
の
使
い
道
（
予
算
や
決

算
）
や
条
例
等
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

主
な
質
疑
・
答
弁
（
省
略
・
抜

粋
）
は
次
の
通
り
で
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
に
つ
い

て
、
各
常
任
委
員
会
で
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

《
議
案
第
50
号
『
市
税
条
例
等
の

一
部
改
正
』の
専
決
処
分
の
報
告

に
つ
い
て
》

Ｑ
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
見
直
し

に
伴
う
返
礼
品
の
取
り
扱
い

は
？
」

Ａ　

市
内
で
生
産
・
製
造
さ
れ
て

い
な
い
約
60
品
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
っ
た
。

《
議
案
第
54
号
『
一
般
会
計
補
正

予
算
』に
つ
い
て
》

Ｑ
「
消
防
訓
練
用
は
し
ご
の
修
繕

内
容
は
？
」

Ａ　

老
朽
化
の
た
め
、
新
品
を
購

入
の
上
、
取
り
替
え
を
行
う
。

《
議
案
第
63
号『
特
殊
詐
欺
根
絶

条
例
の
制
定
』に
つ
い
て
》

Ｑ
「
警
察
と
の
連
携
は
？
」

Ａ　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
の

上
、
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
注
意
喚
起
の
効

率
、
向
上
を
図
り
た
い
。

《
議
案
第
54
号
『
一
般
会
計
補
正

予
算
』に
つ
い
て
》

Ｑ
「
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
向

け
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
申
請

期
間
や
使
用
可
能
期
間
は
？
」

Ａ　

申
請
期
間
は
、
今
年
８
月
１

日
か
ら
11
月
29
日
ま
で
。
使
用
期

間
は
、
今
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

２
年
２
月
29
日
ま
で
で
あ
る
。

Ｑ
「
教
育
費
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
対
策
推
進
事
業
費
の
補

正
内
容
は
？
」

Ａ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
被
害
に
つ

い
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
伴
う

費
用
で
あ
る
。

Ｑ
「
陽
和
中
学
校
体
育
館
の
修

繕
内
容
は
？
」

Ａ　

体
育
館
天
井
に
あ
る
見
切

縁
を
固
定
す
る
た
め
の
改
修
工

事
で
あ
る
。

《
議
案
第
54
号
『
一
般
会
計
補
正

予
算
』に
つ
い
て
》

Ｑ
「
新
規
就
農
者
総
合
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
支
援
の
対
象
者

は
？
」

Ａ　

三
重
県
・
農
協
な
ど
か
ら
構

成
さ
れ
る
協
議
会
に
お
い
て
申
請

内
容
を
審
査
の
上
、
認
定
を
受
け

た
新
規
農
就
者
が
対
象
と
な
る
。

Ｑ
「
市
道
改
良
事
業
増
に
つ
い

て
、そ
の
内
容
は
？
」

Ａ　

市
道
江
場
中
野
小
貝
須
線

工
事
に
よ
る
効
果
、
工
事
内
容
に

つ
い
て
は
Ｕ
型
側
溝
を
整
備
し
、

雨
水
排
水
対
策
を
講
じ
る
も
の

で
あ
る
。

　

提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会

計
補
正
予
算
等
に
つ
い
て
、
各
常

任
委
員
会
と
決
算
特
別
委
員
会

に
お
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

《
議
案
第
69
号
『
一
般
会
計
補
正

予
算
』に
つ
い
て
》

Ｑ
「
防
災
拠
点
施
設
整
備
事
業

の
入
札
不
調
の
原
因
は
？
」

Ａ　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
伴
う
資
機
材
や
人
件
費
の
高
騰

が
原
因
で
あ
る
が
、
仕
様
書
の
中

身
を
見
直
す
な
ど
、
応
札
し
て
頂

き
や
す
い
条
件
を
考
え
て
い
く
。

Ｑ
「
特
殊
詐
欺
根
絶
関
係
啓
発
は
、

ど
の
よ
う
な
啓
発
を
行
う
の
か
？
」

Ａ　

チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
、の
ぼ

り
、
懸
垂
幕
な
ど
を
作
成
し
、
市

役
所
等
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
警
察

署
、
生
活
安
全
協
会
と
も
連
携

し
、
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

《
議
案
第
69
号
『
一
般
会
計
補
正

予
算
』に
つ
い
て
》

Ｑ
「
通
学
路
等
緊
急
安
全
対
策

事
業
費
の
具
体
的
な
事
業
内
容

は
？
」

Ａ　

当
初
予
算
で
22
箇
所
の
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
新
規
設
置
と
塗

り
直
し
の
予
算
を
計
上
し
た
が
、

小
学
校
等
か
ら
の
要
望
に
基
づ

き
、
今
回
、
30
箇
所
分
の
予
算
を

計
上
し
た
。

《
議
案
第
89
〜
92
号
『
条
例
の
一

部
改
正
』に
つ
い
て
》

Ｑ
「
消
費
税
増
税
に
よ
り
、
施
設

使
用
料
が
値
上
げ
と
な
る
が
、使

用
料
に
対
す
る
消
費
税
は
非
課

税
で
あ
り
、な
ぜ
外
税
で
徴
収
す

る
の
か
？
」

Ａ　

電
気
料
金
等
の
必
要
経
費

の
消
費
税
が
引
き
上
げ
と
な
る

為
、
徴
収
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
消
費
税
増
税
の
た
び
に
条
例

改
正
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り

事
務
の
効
率
化
に
繋
が
る
為
で

あ
る
。

《
議
案
第
１
０
６
号
『
企
業
等
誘

致
促
進
条
例
の
一
部
改
正
』及
び

１
０
７
号『
宿
泊
施
設
誘
致
促
進

条
例
の
制
定
』に
つ
い
て
》

Ｑ
「
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
の

宿
泊
施
設
を
誘
致
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
か
？
」

Ａ　

ビ
ジ
ネ
ス
客
や
家
族
連
れ
、

海
外
か
ら
の
富
裕
層
な
ど
、
宿
泊

の
多
様
性
に
対
応
す
る
た
め
、

様
々
な
宿
泊
施
設
を
誘
致
し
、
市

内
の
消
費
喚
起
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

　

提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で
原
案
の

と
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
追
加
議
案
に
よ
り
、
７

／
22
の
豪
雨
で
被
害
の
あ
っ
た

『
長
島
町
松
蔭
地
内
の
上
松
白

川
の
左
岸
崩
落
』
、
７
／
26
の
台

風
に
よ
り
路
面
が
陥
没
し
た
『
多

度
町
古
野
地
内
の
市
道
野
田

線
』
の
補
修
費
用
が
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

松田正美

水谷真幸

多屋真美　近藤　浩

森　英一　伊藤真人
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表決結果等の市議会の詳しい情報は桑名市議会のホームページをご覧ください。 桑名市議会

お問い合せ

〒５１１－８６０１ 桑名市中央町二丁目37番地

桑名市議会

電 話：０５９４－２４－１３０４

ＦＡＸ：０５９４－２４－１３５９
メールアドレス：gikaijm@city.kuwana.lg.jp

広報広聴委員会

委 員  長

副委員長

委　　員

桑名市議会HP▲

市議会や市議会だよりに対するご

意見、ご要望等がございましたら、

右記までお寄せください。

皆様のご意見をお寄せください！傍聴してみませんか
　本会議や各常任委員会、特別委員会などの会議は傍聴で

きます。

　日程は市議会のホームページに掲載しています。ただし、

日時が変更になる場合がありますので、傍聴する場合は、事

前に議会事務局にご確認のうえ、お気軽にお越しください。

防災について活発な議論
－伊勢湾台風から６０年－

議会報告会開催のお知らせ

日時

内容

開催
場所

◆各開催場所とも内容は同じです。  ◆お気軽にお越しください。お待ちしております。

令和元年12月6日金 １８：30から

議会報告と意見交換  【テーマ】 防災について

大山田まちづくり拠点施設（大研修室） 桑名市大山田1丁目9

多度まちづくり拠点施設（第１・２教室） 桑名市多度町多度1丁目1ー1

桑部まちづくり拠点施設（大研修室） 桑名市大字桑部830ー23

精義まちづくり拠点施設（大研修室） 桑名市中央町3丁目49

都
市
経
済
分
科
会

総
務
安
全
分
科
会

教
育
福
祉
分
科
会

決
算
特
別
委
員
会

本
会
議
最
終
日

500億7,531万7,000円
平成30年度 一般会計決算

（対前年比▲4.1%）

※経常収支比率とは、地方税や地方交付税などの一般財源が、人件費や扶助費、公債費など縮減することが容易でない経費に、どの程度費やされたかを求めたもの。
　この数値が低いほど財政運営に弾力性があり、健全といえます。

財政硬直化を示す経常収支比率は2.6ポイント改善し95.5％

各
常
任
委
員
会
か
ら
市
長
へ

 

事
務
事
業
評
価
結
果
を
提
出
し
ま
し
た

　

10
月
７
日
、
事
務
事
業
評
価
の
結
果
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
度
ま
で
の
事
業
の
中
か
ら
、
議
会
が
評
価
対
象

事
業
を
選
定
し
、
委
員(

議
員)

間
の
協
議
を
経
て
評
価
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

　

評
価
は
「
現
状
の
評
価
」
と

「
今
後
の
方
向
性
」
の
２
項
目
に

つ
い
て
行
い
、
各
事
業
を
進
め
る

上
で
参
考
と
す
る
よ
う
市
長
へ

提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
務
事
業
評
価
の
提
出

後
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
桑
名
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

総務安全委員会

事業評価

教育福祉委員会

事業評価

都市経済委員会

事業評価

地域コミュニティ推進事業

一部不適正

改善・効率化し継続

事 務 事 業 名

現 状 の 評 価

今後の方向性

学校指導体制支援事業

おおむね適正

拡充

事 務 事 業 名

現 状 の 評 価

今後の方向性

福祉総合相談事業

おおむね適正

拡充

事 務 事 業 名

現 状 の 評 価

今後の方向性

竹資源循環創出推進事業

おおむね適正

改善・効率化し継続

事 務 事 業 名

現 状 の 評 価

今後の方向性

空家等対策推進事業

おおむね適正

改善・効率化し継続

事 務 事 業 名

現 状 の 評 価

今後の方向性

　

令
和
と
い
う
新
時
代
の
始
ま

り
に
、「
伊
勢
湾
台
風
か
ら
60

年
」
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
、
市
は
、
防
災
に
関
す
る
啓
発

活
動
や
避
難
訓
練
を
行
い
、『
広

報
く
わ
な
・
９
月
号
』
で
は
防
災

特
集
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
で
も
、
防
災
へ
の
議
論

を
深
め
る
べ
く
、
６
月
に
開
催
し

た
議
会
報
告
会
で
は
、
防
災
を

テ
ー
マ
に
話
し
合
わ
れ
、
市
民
の

皆
様
か
ら
も
貴
重
な
ご
意
見
を

沢
山
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、６
月
定
例
会
や
９
月
定

例
会
、
各
委
員
会
で
も
、
多
数
言

及
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
、
質
問
と
答
弁
を
一
部
抜
粋

し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
「
警
戒
レ
ベ
ル
の
周
知
方
法

は
？
」（
下
図
参
照
）

Ａ　

気
象
庁
に
お
い
て
、
危
険
度

を
５
段
階
で
示
す
警
戒
レ
ベ
ル
の

運
用
が
始
ま
っ
た
。レ
ベ
ル
１
、
２

に
つ
い
て
は
気
象
庁
か
ら
、レ
ベ
ル

３
以
上
に
つ
い
て
は
市
町
村
か
ら

発
表
さ
れ
る
。こ
の
点
、
市
が
発

表
し
て
い
な
い
段
階
で
の
、
報
道

等
に
お
い
て
流
さ
れ
る
参
考
情
報

と
し
て
の
警
戒
レ
ベ
ル
等
に
市
民

が
混
乱
を
し
な
い
か
と
懸
念
し
て

い
る
。
市
と
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
く
わ
な
等
を
利
用
し
て

周
知
に
努
め
、
よ
り
分
か
り
易
い

避
難
情
報
の
発
表
を
行
っ
て
い

く
。

Ｑ
「
避
難
所
の
開
設
は
？
」

Ａ　

大
雨
警
報
等
が
発
表
さ
れ

た
直
後
の
段
階
で
は
、
高
齢
者
等

の
避
難
が
必
要
と
な
る
警
戒
レ
ベ

ル
３
の
発
令
に
備
え
て
、
市
職
員

に
よ
る
一
部
避
難
所
の
開
設
を
行

う
。
そ
の
上
で
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
の

発
令
段
階
で
は
、
市
内
全
域
の
ま

ち
づ
く
り
拠
点
施
設
な
ど
を
避

難
所
と
し
て
開
設
す
る
。
さ
ら

に
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
段
階
に
な
れ

ば
、
小
中
学
校
な
ど
の
、
更
な
る

開
設
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
「
浸
水
時
の
深
夜
の
緊
急
避
難

は
？
」

Ａ　

避
難
勧
告
等
の
発
令
が
あ
っ

た
場
合
、
車
で
の
避
難
が
可
能
な

ら
ば
、
浸
水
区
域
以
外
の
高
台
の

避
難
所
等
へ
避
難
し
て
頂
き
た

い
。
ま
た
、
車
以
外
の
徒
歩
等
で
の

避
難
所
へ
の
移
動
は
、二
次
災
害

等
を
考
え
る
と
逆
に
危
険
と
な

る
為
、二
階
建
て
以
上
の
家
屋
等

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
家
に
と
ど

ま
り
上
層
階
に
垂
直
避
難
を
し

て
頂
き
た
い
。
平
屋
建
て
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
近
所
の
二
階
建
て

以
上
の
お
知
り
合
い
の
方
の
家
な

ど
に
緊
急
避
難
し
て
頂
き
た
い
。

そ
の
後
、
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、
周

り
の
状
況
を
見
て
、
近
く
の
避
難

所
へ
の
移
動
を
お
願
い
す
る
。

Ｑ
「
施
設
等
で
の
備
蓄
は
？
」

Ａ　

食
料
や
飲
料
水
、
生
活
必

需
品
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
、
市
民
自
身
に
よ
る
備
え
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
上
で
、

短
期
避
難
を
想
定
し
て
い
る
『
ま

ち
づ
く
り
拠
点
施
設
』
で
は
、
毛

布
や
ト
イ
レ
、
食
料
、
飲
料
水
を

中
心
に
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
長

期
避
難
を
想
定
し
て
い
る
小
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
更
に
、
携
帯
発

電
機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
投
光
器
、

浄
水
器
等
の
資
機
材
を
備
え
て

お
り
、
必
要
な
点
検
等
は
適
宜
実

施
し
て
い
る
。

Ｑ
「
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
？
」

Ａ　

市
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
過
去
に
発
生
し
た
こ
と
が
な

い
理
論
上
の
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震

に
基
づ
く
津
波
を
想
定
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
く

ま
で
想
定
で
あ
り
、「
よ
り
遠

く
、
よ
り
高
く
」
の
避
難
行
動
の

鉄
則
に
基
づ
き
避
難
し
、ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
過
信
し
な
い
よ
う
に

と
啓
発
を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
防
災
に
関
す
る
主
な
事

業
と
し
て
は
、
令
和
２
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
『
（
仮
称
）
星

見
ヶ
丘
防
災
拠
点
施
設
』
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
防
災
行
政
無
線
や
備

蓄
資
機
材
等
に
つ
い
て
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
て
も
、
今
後
、こ

れ
ら
の
事
業
を
注
視
し
確
認
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
議
会
と
し
て
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
れ
る
よ

う
に
、
防
災
に
つ
い
て
の
議
論
を

活
発
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

総
務
安
全
委
員
会

総
務
安
全
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会

本
会
議
最
終
日

本
会
議
最
終
日

都
市
経
済
委
員
会

都
市
経
済
委
員
会

　

附
帯
意
見
と
は
、
議
案
や
予

算
の
施
行
に
関
し
て
、
意
見
や

希
望
を
表
明
す
る
こ
と
で
す
。

藤
が
丘
デ
ザ
イ
ン
公
園
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
復
旧
費
に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、
同
年
の
台
風
に
よ
り
倒
壊

し
た
同
公
園
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
復

旧
に
対
す
る
予
算
（
１
千
３
３

７
万
１
千
円
）
の
執
行
に
つ
い

て
、
そ
の
必
要
性
の
是
非
が
問

わ
れ
ま
し
た
。
議
論
の
結
果
、

『
①
緊
急
性
の
有
無
、
②
地
元

住
民
や
利
用
者
の
意
見
を
十

分
聴
き
、
再
度
精
査
し
施
行
に

配
慮
さ
れ
た
い
』
と
の
意
見
が

附
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
れ
を
受
け
て
、
今
年
６
月

に
、
周
辺
住
民
６
，３
６
８
世
帯

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
復
元

し
な
い
」
が
4
，
1
7
0
世
帯
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
復
元
を
見

送
り
撤
去
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

多
世
代
共
生
型
施
設
（
仮
称

「
福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
）
整
備
費

に
つ
い
て

　

こ
の
計
画
は
、
現
在
、
日
進
地

区
に
あ
る
養
護
老
人
施
設
（
清

風
苑
）
、
保
育
所
、
児
童
発
達
支

援
事
業
所
（
療
育
セ
ン
タ
ー
）
、

母
子
生
活
支
援
施
設
（
母
子

寮
）
の
４
施
設
を
、
伝
馬
公
園

に
移
設
・
整
備
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
伝
馬
公
園
の

存
続
を
願
う
地
元
住
民
の
声

を
受
け
、
３
月
定
例
会
に
お
い

て
、『
①
周
辺
住
民
へ
の
十
分
な

説
明
と
同
意
を
得
る
こ
と
②
議

会
に
対
す
る
全
体
像
の
丁
寧
な

説
明
と
協
議
を
行
う
こ
と
』
と

の
意
見
が
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
元
住
民
へ
の

説
明
会
や
話
し
合
い
等
が
行
わ

れ
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
、
伝
馬

公
園
は
憩
い
の
場
で
あ
り
、
伊

勢
湾
台
風
か
ら
の
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
と
い
う
強
い
思
い
が

あ
る
中
で
、
事
業
を
進
め
て
い

く
こ
と
は
、
施
設
に
地
域
と
の

交
流
を
図
る
と
い
う
趣
旨
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
施
設

利
用
者
や
地
元
住
民
の
方
々
に

と
っ
て
望
ま
な
い
形
に
な
る
と

判
断
さ
れ
、
移
設
先
が
再
検
討

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
、
議
会
を
通
じ

て
、
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

昨
年
12
月
定
例
会
・
３
月
定
例
会

　

２
つ
の
附
帯
意
見
の
そ
の
後

　市議会では、市民に開かれた議会をめざし、議会報告会を下記の日程

で行います。市民の皆さんの議会や行政に対する意見をお聞かせくださ

い。どなたでも、どちらの会場でも参加できます。

６
月
定
例
会
・
９
月
定
例
会
・
各
委
員
会

   

主
な
質
疑
・
答
弁
（
省
略
・
抜
粋
）
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